＜はじめに＞

　モノが飽和している現代の資本主義社会においては、物自体の売買だけではもはや市場を拡大し、経済を維持することはできない。このため、記号の売買(例：トヨタのVITZを売買する＝『かわいい』『環境に良い』という記号を売買する)は、市場の維持・拡大＝資本主義そのものの維持にとって不可欠となっている。

＜文化のルシクラージュ＞

現代の資本主義社会における特徴的な概念のひとつは“ルシクラージュ”であり、ルシクラージュが文化全体を支配している。

ルシクラージュ：

フランス語で再訓練、再教育と訳されるが、ここでは“現代性の強制力に従い知識・技術・物質財などを更新すること”と定義する。

文化のルシクラージュ：
――現代の資本主義社会において人々を待ち受けているものは、文化そのものではなく、「文化のルシクラージュ」である――

⇒「文化のルシクラージュ」とは、「流行に通じていること」「何が起こっているのかを知ること」であり、言い換えれば、目まぐるしく変化する世の中の動きという選択の余地の少ない強制力に従って自分が持つ文化的セットを更新することである。

ルシクラージュのシステムにおける文化の生産様式：

――ルシクラージュのシステムにおいては、文化は永続することを前提に創造されず、記号のコード体系の中で現代性の命令に従って生産される――

⇒作品は一時的な記号とならざるを得ない（毎年モデル・チェンジされる自動車や、緑地帯に残された自然と同様に）。

＜最小共通文化＞

・最小共通文化：消費社会の市民としての資格を得るために平均的市民が所持しているとみなされる最小共通パノプリ（セット）

マスコミのシステムという儀式への参加は一切の意味内容を注意深く取り除いた記号の形式的コードを通じてのみ実現される。そういう意味では、マス・コミュニケーションは文化や知識とは関係がないといえる。そのような現代的かつ技術的で無味乾燥なコミュニケーションは、大衆に最小共通文化を根付かせている。

↓

マス・コミュニケーションは技術的媒介と最小共通文化の媒介の組み合わせとして定義される。そしてそのシステムは、「大衆の消費行動一般」をも支配している。購買行為とは、モノの効用や性能についての直接的な質問ではなく、ほんの少しだけ異なるさまざまなモノ同士の「戯れ」についての間接的な質問に（TVのクイズ番組のように）答えることなのである。

＜最小公倍数（P.P.C.M）―　消費対象となるための最初の条件　―＞

週刊百科や芸術関係の雑誌といった出版物における消費とは、

ex)「科学と生活」誌（「上流志向の階層」の文化的需要を満たしてきた週刊百科）

　　読者の要求は曖昧だが、科学技術の知識に接することを通じて「教養」を身につけたいという密かな願望がそこには存在する。つまりこの雑誌を読むという行為は読者の仲間入りをすることであり、「教養ある」営みを階級的紋章として楽しむことである。

よって、


という構造が成り立つ。このような消費構造はちょうど電気洗濯機が生活用具としてではなく快適な生活や威信といった要素（記号）となるやいなや消費の対象となるのと同じで、文化の内容はそうして消費されるのである。


　　　　　普遍的文化　　　　コード化された文化

雑誌　　　教養用具　　　　　階級的紋章としての「教養ある」営み

洗濯機　　生活用具　　　　　快適な生活・威信

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜メディアはメッセージである‐メッセージの編成をもとにして＞

・テレビ、ラジオ、新聞、広告はメッセージの不連続体となっていて、そこではあらゆる領域が等価物として扱われる。

コマーシャルとニュースの計画的交代(メッセージの組織的羅列＝メディアの言説の形態)

(記号レベル＝消費対象での等価性と、世界の切り取りと解釈の全システムを押し付ける。)

　　　　　　　↓

　消費の効果：技術的媒体や技術的手段の力を借りて、事件と世界とをバラバラに切り離し、断続的に時間の順を追って現れるが、互いに矛盾しないメッセージとすること。

「マス・メディアの機能は、世界がもっている現実に生きられた‐一回限りの‐出来事し

　ての性格を中和し、互いに意味を補完し合い指示しあう同質な各種のメディアからなる

　多次元的な世界で現実の世界をおきかえてしまうことだ。結局、各種のマス・メディア

　は互いに同じ内容になってしまう。」

＜広告のメディア＞

· 総体としての消費者

メディアそのものとコードのなかにはじめから伏在している共犯と共謀の関係を通じて、消費者を部族のメンバーのような存在にしてしまう。広告のイメージや文章はそのつど全ての人々同意を強要する。→一方向メディアによる強制の構図

＜擬似イベントとネオ・リアリティ＞
· 擬似イベント

コードの諸要素とメディアの技術的操作にもとづいて人工物として生産された出来事や歴史や文化や観念の世界である。実在系をコードにおきかえるこの一般化によって、現実は完成された記号の組み合わせの用具となり「消費可能」となる。

· ネオ・リアリティ

コードの要素の組み合わせにもとづくまったくのつくりもので、いたるところで現実に取って代わっている。実物の特徴や要素を組み合わせてひとつのモデルが「製造」され、そこでは現実は消え失せて、メディア自身によって形を与えられたモデルがもっているネオ・リアリティが優位に立つ。

考察

キーワード：資本主義、メディアの不透明性、現実の創造

現代という消費社会の中に生きる私たちは、絶えず最新の記号を更新し（ルシクラージュ）、消費している。では、もしもこのルシクラージュを怠ったとするとどうなるのか？おそらく現代社会では人とコミュニケーションをとるうえで大きな支障をきたすのではないだろうか。それはなぜか。例えば「流行の更新」というルシクラージュ。「流行」はそれに乗る、乗らないに関わらず、大衆を流行に乗る者、乗らない者に分断する。つまり私たちはそういったレッテルを無意識のうちにはられてしまうのであり、それが日常のコミュニケーションにも影響を与えると考えられるのである。

また、似たような記号消費の例として典型的なものにブランドがある。ブランドの価値とは洋服やバッグなどのマテリアルな要素（商品）よりも、「ヴィトン」「シャネル」「ディオール」といったブランド名に含まれる記号であり、その消費対象はまさに「コード化された文化」であると言えよう。このようにして文化のルシクラージュと、それを支配する現代性の原理（取り残されないために「現代」についていかなければならないこと）によって「大衆文化」全体が支配されているわけであるが、その際に重要なことは、マスメディアが毎日毎月毎年、記号の体系を更新しているからこそ私たちはルシクラージュを繰り返すことになるということである。つまり「現代」を更新できる存在はマスメディアであり、マスメディアこそが、文化（芸術作品やあらゆる製品を含む）のルシクラージュのシステムを保証していると言える。だからこそ「流行」「ブランド」といった記号の売買が、現代社会における市場の維持・拡大（＝資本主義社会そのもの）にとって不可欠となっているのだろう。

前回の発表で述べた通り、マスメディアとは一方向のメディアである。そして、マスメディアのメッセージは「受信の唯一の形式」を与えるものであるために、私たちはそこからの情報をただ受信するだけの受身の存在である。さらに、例えばファッションの流行が特定のアイテムだけを流行らせることができることからもわかるように、マスメディアによって伝えられるのは、ごく一部の世界でしかないことも同時にわかる。ボードリヤールの言葉を借りれば、「テレビというメディアが伝達するのは、(制作者の)おもうままに視覚化され、また切り取られ、イメージによって(つまり、なんとなく)読み取られる世界についての偏った観念のタイプ」であり、よって、「ありのままの現実は片隅においやられ、現実の世界はかえってわれわれから遠ざかっていく」のである。私たちは自分の体験以外の現実については、普通知ること（体験すること）ができない。しかし、私たちの周りにあふれる情報、そのほとんどは体験的に知らない世界の出来事についてである。そうであるにも関わらず、私たちがその出来事を知っているのは、メディアを介した擬似イベントとしてその出来事を体験し、そこからネオリアリティーを感じているからなのである。

朝起きて学校へ行き、授業を受け、そして帰途につく。普段何気なく過ごしている日常において、マスメディアは絶えず私たちに何かしらの影響を与えている。それは例えば、必ず学校に向かう前に確認する天気予報であったり、通学の際に電車の中で見る週刊誌の広告であったり、家族そろってお茶をすすりながら眺めるニュースステーションであったりと、生活に関わる情報のほとんどがマスメディアによって伝達されている。私たちが現実だと思っている世界は、実はマスメディアによって切り取られ、擬似化されてしまったものであふれているのである。そうして私たちはこのマスメディアのある種魔法的な力によって創造された「ネオ・リアルワールド」に生きることを強いられているのである。

私たち現代人が生きる世界が「ネオ・リアルワールド」そのものであるとすれば、「リアルワールド」とは果たしてどんなものなのだろうか。それは私たちには到底理解できないものなのかもしれない。

　

＜テキスト＞

『消費社会の構造と神話』

(ジャン・ボードリヤール著　今村仁司・塚原史訳　紀伊国屋書店　1995.2)

消費対象としてのモノ


∥


「社会的地位のコード化された要素としての文化」











